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地域医療構想
⾼度急性期

かかりつけ医
（診療所）

急性期
慢性期 回復期

機能分化
ネットワーク化



1病院完結型
治す医療

地域完結型
地域全体で治し、⽀える医療



横須賀三浦2次医療圏 患者数シェア
https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/0000049343.html DPC導入の影響評価に関する調査
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平均在院日数短縮
医療連携推進

分院（慢性期）統合
訪問看護ステーション閉鎖
回復期リハビリテーション病棟 一般へ機能転換

特定ICU開設
精神科病棟開設(総合入院体制加算1)

これから

⾼度急性期にリソースを集中

効率化

機能分化

ネットワーク化
Yokosuka Kyosai Kaoru Nagahori



横須賀共済病院
うわまち病院葉⼭ハート

センター

横須賀市⺠病院

三浦市⽴病院

聖ヨゼフ病院地域医療連携協定病院とは・・・
横須賀共済病院と協定を結び
円滑な医療連携を⾏っている病院
・ 横須賀共済病院は急性期医療を担当
・ 協定病院は慢性期・回復期医療を担当

横須賀・三浦地域では8病院
聖ヨゼフ病院 ⾐笠病院 湘南病院 淸川病院
よこすか浦賀病院 葉⼭ハートセンター
三浦市⽴病院 パシフィックホスピタル

横浜南部地域では3病院
⾦沢⽂庫病院 ⾦沢病院
済⽣会若草病院

⾐笠病院

大船中央病院

湘南鎌倉総合病院

済⽣会若草病院

⾦沢⽂庫病院

パシフィック
ホスピタル

よこすか浦賀病院

湘南病院
清川病院
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⾦沢病院



データで⾒る地域連携
前方連携 → 増患 後方連携 → 新入院患者数増加
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• 良質な医療を効率的に提供するため、

病院等が連携して業務を行うことを推進

する

• 都道府県知事が認定する

• 現時点で、全国に31法人
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地域医療連携推進法⼈とは



危機意識

• 庄内地区の減少する人口、限られた

医療資源で、この先どうやっていくか？

• 市民を守るためには、自分たちが
存続しなくてはならない！
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日本海ヘルスケアネット設⽴の⽬的
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庄内エリア２次医療圏
面積 2,405.28㎡

地域医療情報システムより抜粋





統合・再編について
⼭形県⽴日本海病院

（528床、25科、医師72名）
酒⽥市⽴酒⽥病院

（400床、15科、医師40名）

平成5年開院以来
の赤字経営 ⽼朽化

診療機能の重複

酒⽥リハビリテーション病院
（114床、2科、医師4名）

日本海総合病院
（634床、27科、医師154名）

平成20年4月 再編・統合
地⽅独⽴⾏政法⼈⼭形県・酒⽥市病院機構が発⾜

◆ 病院機能の分化・集約
→平均在院日数︓約6日短縮

◆ 診療科の再編・医師の集約
◆ ICTネットワークで診療録共有

栗⾕義樹⽒「地域医療連携推進法⼈日本海ヘルスケアネット」資料一部参考
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連携推進法⼈構成メンバー
⼭形県・酒⽥市病院機構
日本海総合病院
酒⽥リハビリテーションセンター
クリニック

医師会
⻭科医師会
薬剤師会

5つの法⼈
施設・⽼健など
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議決権(100票)
⼭形県・酒⽥市病院機構 45

医師会 10

5つの法⼈ 39

その他 6



17

連携事業Ⅰ
診療機能の集約化

日本海総合病院︓急性期機能、
⾼額医療機器
検査機能

酒⽥リハビリテーション病院︓回復期

本間病院︓透析機能
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連携事業Ⅱ
⼈事交流

医師︓平日診療、当直
看護師︓機構で雇⽤し法⼈へ
退職者へ就労機会
共同研修



20

連携事業Ⅲ
ちょうかいネット︓情報の共有化

日本海総合病院の診療データが
協約施設で閲覧可能

画像のダウンロードが可能
救急患者の搬送時に活⽤
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連携事業Ⅳ

地域フォーミュラリ

地域包括ケアシステムの構築

入院→在宅への円滑な移⾏









人口推計
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○ 地域医療連携協定を締結している医療機関間で、病床機能の役割分担や円滑な患者搬送
などの取組みを⾏うことで、“事業連携等”を促進し、地域医療構想を推進する

○ 協定内に具体的な役割分担の内容や患者搬送のルール等を記載し“事業連携等”を具体化
することで、地域医療構想に資することを明確化する

○ 横須賀・三浦地域の地域医療連携協定を「地域医療構想に資する」取組として、地域医療
介護総合確保基⾦区分Ⅰへ位置付けることを提案する

【趣旨・目的】

地域医療連携協定を促進するための事業化
についての提案

【 事業内容 】

対象参加者 協定に参加している医療機関、再整備を実施する地域医療支援病院

補助内容

・協定に基づいた病床転換等に対する支援

（とりまとめた地域医療支援病院等の成果に対するものと、協定に参加してい
る医療機関に対するもの）

・地域医療支援病院等の再整備に係る費用の一部補助




